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　　　　　　　気象衛星データの保存と利用

Ａ Usage and maintenance of meteorological satellitedata

　　　　　データ処理課　データ保存検討グループ’

Data Processing Division,Working Group on data Archiving

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Inthis paper, we investigated the actual status of utilizing the satellite digital

data stored in Meteorological Satellite Center and considered the several problems

of the data archiving.

　　　Itis resulted that the original digital data of VISSR account for the most part

of the data utilized in other organizations.

　　　Moreover it revealed the following problems; the lacking of value judgement of

the data on determinating the storage period, the lacking in uniformity of data

format and the lacking of the maintenance of medium.

　　　べA^eshould take steps to meet these problems as immediately as possible.

１。はじめに

　気象衛星センターでは, GMS １号が打ち上げ

られた1977年以来，２号，３号，４号と静止気象

衛星を運用し，衛星からの各種観測データの取得

と解析データの抽出を行ってきた。その間，計算

機システムは,当初のＦＡＣＯＭ２３０-75によるオン

ライン系・バッチ系の２系システムから，1987年

にＦＡＣＯＭ・M360R#1／#2，M380S#1／#2の４

台による複合システムヘと移行した。計算機移行

に際して，データ保存のための記録媒体も，一部

のものを除いて，ＭＴ（オープンリール磁気テー

プ。以下ＭＴと称す）からＣＴ（ＶＨＳ方式ビデオ

カセットテープをデータ記録用として使ったもの。

以下ＣＴと称す）に変更された。

＊データ処理課　稲毛重雄，山本一夫，増田時次郎

　元データ処理課　藤巻　丞

　　(1992年９月14日受領，1992年９月16日受理)

　気象衛星センターで処理する観測データには，

ＧＭＳのVISSR観測によって得られるVISSR

画像デーク，通報局(ＤＣＰ)データ，宇宙環境

　(ＳＥＭ)データ，極軌道衛星ＮＯＡＡで観測され

るＨＲＰＴデータかおる。これら観測データを利

用方法で区分すると，ストレッチドVISSRや

ＦＡＸのように即時的(あるいは準即時的)に利用

する場合と，累積・保存して非即時的に利用する

場合とがある。

　データの保存は，これら観測データそのものに

加え，これらを解析することによって得られた各

種の気象データの多くも磁気テープ，マイクロフ

ィルム等に記録して保存されている。保存すべき

データを磁気テープヘ吸い上げる作業は，計算機

システム運用のルーチン業務として，データの種
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類に応じて，半日，日，半句，句，半月，月，年，

不定期などの周期で行われる。累積し保存された

データは，全国各地の気象官署のほか大学や研究

機関など多くの利用者にも提供され，気象業務の

向上や調査研究に役立てられてきた。これらのデ

ータの概略については村山・高橋・浜田（1988）

に，観測頻度と貸出方法については佐々木等

　（1990）に説明されている。

　1987年の計算機システム更新後は，観測頻度の

増大によってデータ量も大幅に増加した。現在の

年間のデータ累積量は，センター発足当時の約２

倍となっている。さらに次のＧＭＳ-５では新しい

センサーの追加が計画され，データ量の増加が見

込まれている。このようなデータ量の増加傾向に

伴って，保存スペースの不足が深刻になっており，

さらに記録媒体の経年劣化などの問題も加わって，

データ保存のあり方についての抜本的な検討と対

応を追られている。このような時点をとらえて，

これまでの変遷を振り返り，検討のための基礎資

料を提供することは，意味のあることであり，ま

た担当者としての責務でもあろう。ここでは磁気

テープで保存しているデータを対象として，保存

と利用の現状を述べ，問題点について考察してみ

たい。

２。データ保存の現状

２．１　データ保存形態の変遷

　気象衛星センター発足の当初は, VISSR観測

は，３時間毎の８回と風計算用連続観測の６回を

合わせて１日に14回の全球観測を行っており，１

観測をＭＴ１巻（即ち１日に14巻）に記録して，

臨時観測を含めて年間約5000巻のＭＴが蓄積さ

れていた。 VISSR観測のほかにもＮＯＡＡの

ＨＲＰＴデータや各種の解析データを合わせると

保存データは膨大な量となり，これらが毎年累積

されていくことから, VISSR観測データの保存

期間は，保管スペースなども考慮して２年間とさ

れた。

　1981年３月以降は，可視データと赤外データと

が分離され，宇宙空間を除いた地球画像のみを抽

出して保存データ量をなるべく少なくする方法が

採用された。

　1986年に気象衛星業務規則が制定され，その中

で保存データの種類と保存期間が定められた。

VISSR観測データの保存期間は５年間とされた。

　1987年に計算機システムの更新が行われ，その

機会に新しい記録媒体としてＣＴが導入され，

VISSR観測データをはじめとする大部分のデー

タ保存媒体がＭＴからＣＴに変更された。このこ

とによって保存のためのスペース効率は飛躍的に

改善された。

　1994年以降に更新が予定されている次期計算

機システムにおいては，IS０9661規格のカートリ

ッジ磁気テープの導入が予定されており，それ以

後のデータ保存媒体はこれに置き換えられること

となる。さらにこの磁気テープヘのデータ記録に

当たってはデータ圧縮機構を利用することが考え

られており，保存スペースも現行の数十％に圧縮

できるものと期待されている。

２。２　保存データの種類と保存期間

　気象衛星センターが現在保有している保存デー

タの種類と保存期間，保有量は，表１－１，表１－

２及び表２に示すとおりである。保存データの種

類と保存期間については，気象衛星業務規則に定

められているもののほか，それに含まれていない

ものについてもセンターの内規で定めている。

VISSR観測データは５年間，ＨＲＰＴデータは２

年間，観測データから抽出した解析データは10年

間となっている。解析データについては，その抽

出に多大の資源と労力を要して再抽出が困難であ

るものの，データ量そのものは比較的少ないので，

－74－



気象衛星センター　技術報告　第25号　1992年11月

オリジナル観測データに比べて倍の10年とされ

ている。

３。保存データの利用状況

　保存データを当センター職員が利用する場合は，

保存されている媒体そのものを直接使用している

が，センター外の利用者に提供する場合は，その

方法として，別の磁気テープに複写して提供する

方法と，データの一部を切り出し（あるいは加工

いてフロッピーディスクに記録して提供する方

法とがある。データ提供の方法・手続き等につい

ては，文末に掲げた法令に規定されているが，気

象衛星センターに提供を申請するか，あるいは利

用者自身が当センターの計算機施設を利用してデ

ータ処理を行う方法もある。データ配布を委任さ

れている指定部外機関（現在は日本気象協会のみ）

を通じて購入することもできる。詳細については

関係法令を参照していただきたい。

　表３は，1988年４月から1990年12月までの期間

について，データ利用状況を，データの種類別に

まとめたものである。当センターから直接提供し

たものと気象協会を通じて提供されたものとに分

けて表わしている。数字の単位は，画像の枚数又

はＭＴの巻数である。図１はこれをグラフに表わ

したものである。これを見ると，解析データに比

べて，ＶＩＳＳＲ／ＮＯＡＡのオリジナルデータある

いは基本ヒストグラムといった基本データが利用

の多くの部分を占めていることがわかる。図申で

1990年度の可視基本ヒストグラムの量が突出し

ているのが目立つが，某大学で研究調査のために

大量のデータを利用したことによるものである。

　フロッピーディスクによる部分切り出しあるい

は加工したデータの提供は，1988年度からメニュ

ーに加えられたものである。気象庁部内でのパー

ソナルコンピュータの普及を考慮したもので，こ

れには関根・内藤（1989）の関発したソフトウェ

アも大きく寄与している。

　次に，保存データのうち過去何年くらいまで逆

上ったデータが利用されているかを調べてみた。

図２は，上記と同じ1988～1990の各年度における

データ提供件数をグラフにしたもので，横幅がデ

ータの年である。 ＶＩＳＳＲ／ＮＯＡＡオリジナルデ

ータと解析データとに分けて表わしている。これ

を見ると，予想されるとおり，オリジナルデータ

については，その年あるいはせいぜい数年逆上っ

た新鮮なデータが多く利用されており，それ以前

のデータの利用件数は急激に減少している。その

年のオリジナルデータの利用が特に多いのは，気

象調査と衛星データ利用に関するプログラム開発

等での利用が多いということも理由のひとつであ

ろう。解析データについては，データの新旧と利

用頻度との相関は，オリジナルデータほど顕著で

はない。より長期間を対象とする研究調査での利

用が主体であると思われる。

　この1990年以前のグラフだけからは統計的に

有意とはいい難いが，その後の傾向などをも斟酌

すると，保存データの利用頻度は年を追うごとに

増加し，またより過去に逆上ったデータの利用が

増えつつある傾向が窺える。規定の保存期間をは

るかに超えた古いデータもかなり利用されるよう

になっていることがわかる。

　なお，データ利用者の大半は気象研究所や本

庁／地方中枢などの気象官署であるが，気象庁外

では，海洋科学技術センター，宇宙開発事業団，

水産庁，海上保安庁など官公庁とその関連機関，

それに大学の地球物理やリモートセンシング関係

が目立ったところである。

４。データ保存・提供の諸問題点

　　「はじめに」でも触れているように，データ保

存に関して気象衛星センターが目下かかえている

最大の問題点は保存スペースの不足であるが，そ
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のほかにも以下のようなことが考えられる。

　　　　・データの保存期間

　　　　・データフォーマットの統一性

　　　　・保存媒体の品質管理

　　　　・データ保存に適した記録媒体

　　　　・将来のデータ提供媒体

　本節ではこれらの問題点について若干考察して

みたい。

４。１　データの保存期間

　気象衛星センターの保存データは, VISSR観

測データのようないわゆるオリジナルデータと，

これらから抽出された解析データとに分けられる。

　表1-1, 1-2, 2, 3からも分かるように，

オリジナルデータは規定の保存期間をとうに超え

たものも廃棄されずに保管されている。特に

VISSRデータについては，それを継続的に保存

しているのはＧＭＳ運用局である当センクーのみ

であり，特別重要視される。オリジナルデータは

一度失われたら二度と再生かきかないこと，それ

に将来は解析技術の発達や計算機能力の飛躍的向

上などによって，現在予見できる範囲を超えるよ

うな利用のされ方もあり得るだろうことを考える

と，安易に捨てることはためらわれる。地球環境

問題意識の高まりや気候変動対策などから，過去

の観測データの重要性が見直される可能性も大い

に考えられる。解析データについても，オリジナ

ルデータと同等ではないにしろ，一度失われたも

のの再生はたやすいことではないだろう。

　オリジナルデータ特にVISSRデータは全保存

データ量のうちでもかなりの割合を占めているこ

ともあって，現規定で定めている５年という保存

期間は，データの必要性よりも保管スペースの制

約によって止むを得ず決められたものである。い

うまでもなくデータの保存期間というものは，保

管スペースなど現実的な事|青によってではなく，

そのデータが本来もっている価値によって決めら

れるべきものである。その上に立って，保管スペ

ースの確保やスペース効率に優れた記録媒体の導

入など，抜本的な解決手段が考えられるべきであ

ろう。

４。２　データフォーマットの統一|ヽ生

　データ保存の変遷の節でも触れたが, VISSR

保存データの記録フォーマットは，過去に何度か

変更されている。それら旧フォーマットのデータ

は，新フォーマットに変換されずにそのまま保存

されている。そのため，保存データの利用者に対

して余分な負担をかけることとなっている。セン

ター部外からデータ提供依頼を受けたものについ

ては，梶野等（1989）の開発したプログラムによ

ってその都度フォーマット変換して提供している

が，今後保存データがより広く利用されるだろう

ことを考えれば，全てのデータを統一されたデー

タフォーマットに揃えて保存すべきであろう。

　なお，解析データの数値の表現を当センター計

算機の内部表現形式のままで記録するか，あるい

は外部と互換のとりやすいコードに変換して記録

する方がよいかについても，統一フォーマットを

考える上で考慮すべきである。

４。３　保存媒体の品質管理

　どのような記録媒体でも，程度の差はあれ，物

理的な寿命をもっている。磁気テープは，品質向

上が著しいとはいえ保存耐矢比は基本的に弱く，

年に１～２回の巻き直しと数年毎の新ボリューム

ヘの転記などの保存管理が不可欠である。磁気テ

ープが保存媒体として信頼され普及しているのは，

このような保存管理の方法が経験則として確立し

ているからであり，その実行なしにはデータの保

全は保障されない。

　気象衛星センターでは，これらの保存管理は，
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財政事情などもあって，音感ながら全くといって

よいほど行われていないのが実情である。古いデ

ータの損耗状態などからみて，保存管理の実施は

焦眉の急である。例えば次期システムで導入予定

の記録媒体に今から前倒しでデータを移し替えて

いくなど，早急な対策が必要である。

４。４　データ保存に適した記録媒体

　データ保存に適するという観点からみれば，耐

久性に優れスペース効率のよい記録媒体が望まし

いことはいうまでもないが，保存データの蓄積量

と利用頻度が増えてくると，データヘのアクセス

能力と読み書きの速度も重要視されてくる。

　さらに加えて重視されなければならないのは，

互換性／汎厨匪の問題である。一般にデータ保存

は長期間であり，その間に計算機システムの更新

が幾世代にもわたって行われよう。もしこのとき

世代間での記録媒体の引き継ぎが可能でないと，

膨大な量の保存データを別媒体へ移し替えるなど

の作業が必要となる。これは労力の点からも経費

の点からも並大抵の仕事ではない。保存用記録媒

体の選択に当たっては，その点での慎重さが求め

られる。

　気象衛星センターの次期計算機システムでは，

データ保存媒体としてIS０9661規格のカートリ

ッジ磁気テープの採用が予定されている。これは

スペース効率の極めて優れた記録媒体について多

くの知見を得ることができた。光ディスクはデー

タ保存媒体として基本的に極めて優れた適性を有

している。しかし，規格の一部分が標準化された

とはいえ製品間の互換性が乏しく，普及には今ひ

とつの感がある。技術的にもさらに発展の余地が

大きく，技術進歩を反映した次世代の新しい標準

規格提案の準備が関連業界によってなされている。

一方磁気テープでは，本来コンピュータ用として

開発されたものの他にも，録音用あるいはビデオ

録両用の磁気カセットテープをコンピュータ用に

応用する試みが種々なされ，国内外で製品化され

ている。またIS０9661規格のカートリッジ磁気テ

ープについても，トラック数の２倍化／４倍化，

あるいは回転ヘッドによるヘリカルトラック記録

など，高記録密度化／高性能化の開発が進められ

ている。

　このように，近年の記録媒体の動向は，データ

保存を考えるに当たって非常に興味深いものがあ

るが，前回の調査時点以後の動向の変化も大きく，

これについては別の機会に譲りたい。

４。５　将来のデータ提供媒体

　３節でも触れたように，保存データを利用者に

提供する方法として,別のＭＴに複写して提供す

る方法のほかに，データの一部分をフロッピーデ

上述の様々な観点また経費等の観点から現時点で　　ィスクに切り出して提供する方法も用いている。

総合的に判断（あるいは妥協）した結果である。　　これは，近年増加したパソコンューザーにとって

しかしながら，現在の保管スペースが今後も増え　　最も利用しやすい記録媒体ということでとられて

ないとすれば，このカートリッジ磁気テープのも　　いる方法である。将来的には，例えばパソコンで

つ省スペース能力では，遠からぬ将来に再び保存　　の光ディスク利用の普及度合などによっては，そ

スペースの逼迫を迎えることは必至である。　　　　れらもいずれ検討対象として考えられよう。

　データ処理課では数年前，計算機で利用可能な　　　さらに将来の姿としては，利用者のホスト計算

各種のデータ記録媒体について，その技術動向と　　機あるいは処理端末装置等と気象衛星センターの

市場動向の調査を試みたことがある。実用期を迎　　計算機システムとが超高速ＬＡＮなどで結ばれる

えた光ディスクあるいは各種の磁気テープなど，　　ことにでもなれば，利用者端末から気象衛星セン
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ターのデータベースに直接アクセスしてデータを

利用することも，あるいは可能となろう。

５。まとめ

　前節で気象衛星センターが現在かかえているデ

ータ保存上の問題点をいくつかあげ，その中で解

決方法についても若干の考察を行った。

　保存データというものは，単に日常の業務運用

から派生した副産物などでは決してなく，将来に

向けて大いなる利用可能性を秘めた一種の文化財

としてとらえる必要がある。このように重要なも

のであるデータ保存業務について，その基本的な

考え方や在り方を，センター全体の問題として，

あるいは多くのデータ利用者を含めた気象庁全体

の問題として考えるために，適当な検討の場を設

ける必要があると考えている。

　また現実的な問題として，計算機システムの更

新時期が当初計画から延期された結果，現行シス

テムで今後蓄積されていく保存データは，このま

ま放置しておけば，計算機リプレースを迎える前

に保管スペースから溢れ出ることになる。この状

況をどのようにするか，早急に解決策を講じる必

要がある。

あとがき

　気象衛星データの保存と利用について，現状調

査を行い，問題点と対策について若干の考察を試

みた。増加一途の保存データに対し，より長期の

保存への要求とそれを制限する現実的な事|青とが

せめぎ合って，妥協線の策定はなかなか困難であ

る。

　過去，計算機システムに関してハードウェア，

ソフトウェア，あるいは開発運用に携わる人間，

それぞれ重要視されてきたが，システムにとって

本当の主役はデータであり，ハード／ソフトはそ

れを処理するための道具にすぎないともいえる。

蓄積されたデータこそ貴重な財産である。しかし

ながら振り返ると，計算機システムの設計に当た

って，データの保存についてはとかく副次的なこ

ととして軽く扱われてきたきらいがあるように思

える。データの保存と利用のあり方について深い

検討がなされないまま今日に至り，多くの問題点

として噴出している感がある。現在進行中の計算・

機システム更新計画は検討のための絶好の機会で

あろう。また，多くの潜在的なデータ利用希望者

に対する広報活動という面でも，従来は至らない

点が多々あったと思われる。膨大な費用と労力を

かけて得られた貴重なデータがより有効に活用さ

れ，気象事業発展に，災害予防に，地球環境保護

に役立てられることを望む。

　最後に，気象衛星センター発足以来，貴重な衛

星データの累積保存に費やされた多くの職員の努

力とSE／ＣＥの支援に感謝し，また筆稿に当たっ

て協力いただいた方々に謝意を表します。

　　　データ保存・提供業務の関係法規

気象業務法(昭和27年６月２日法律第165号)第３

　　条

気象衛星業務規則（昭和61年３月28日気象庁訓令

　　第６号）第９条

気象衛星資料部外提供業務取扱要領（昭和55年８

　　月13日気企第57号）

気象衛星センターにおける気象衛星資料部外提供

　　業務の実施細目（昭和56年３月23日／改正昭

　　和63年３月１日気象衛星センター）

気象衛星センターにおける気象衛星資料の部内利

　　用に関する実施要領（昭和56年11月13日／改

　　正昭和63年３月１日気象衛星センター）
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｢静止気象衛星４号システ八のための協力に関す

もISOと整合させることが基本方針とな

っている。

る日本国政府とオーストラリア政府との間の　　LAN : Local Area Network

交換公文」に基づく「静止気象衛星４号シス

テム計画のための協力に関する日本国運輸省

気象庁とオーストラリア科学省気象局との間

の実施取極」（平成元年12月締結）第１項

　　　　　　　　　　用語説明

CT : Cartridge Tape

　　　カートリッジ・テープ。一般的にカートリ

　　　ッジ磁気テープというと，IS０9661規格の

　　　1／2インチ幅シングルリールのものを指す

　　　が，当センターでは，ＶＨＳ方式ビデオ・カ

　　　セットテープをコンピュータ用データ記録

　　　媒体として応用し，カートリッジ・テープ

　　　　（略してＣＴ）と称している。記録方式は，

　　　ビデオの場合と異なり，IS０9661規格カー

　　　トリッジ磁気テープと同様，固定ヘッドに

　　　よる18トラックのＧＣＲ記録である。この

　　　装置は富士通の標準市販品である。

DCP : Data Collection Platform

　　　観測データをＧＭＳ経由で収集するための

　　　設備を備えた局（観測所）。離島，船舶，ブ

　　　イ，航空機などがある。

GMS : Geostationary Meteorological　Satel-

　　　lite

　　　静止気象衛星「ひまわり」

HRPT : High Resolution Picture Transmis-

　　　sion

　　　高分解能画像伝送。 ＮＯＡＡ衛星からの画

　　　像伝送信号の一つ。

ISO : International Standardization Organiza-

　　　tion

　　　国際標準化機構，又はここで決められた国

　　　際標準規格。我が国の日本工業規格（JIS）

　　　ビル内や構内などに分散化された計算機シ

　　　ステムにおいて，処理装置，ファイル装置，

　　　端末装置等を相互に接続してデータ転送を

　　　行うための伝送路で，バス形態とリング形

　　　態とがある。 IS０8802-3規格（ＣＳＭＡ／ＣＤ

　　　方式）によるEthernet (バス形態で，伝送

　　　速度10Mbps）が普及している。近年は，

　　　IS０9314規格（ＦＤＤＩ）に基づいた高速

　　　ＬＡＮ（光ファイバケーブルを用い，伝送速

　　　度100Mbpｓ）が普及しつつある。ギガビッ

　　　トクラスの超高速ＬＡＮ（例えば1 Gbps

　　　のUltraNet)も開発されている。

MT : Magnetic Tape

　　　磁気テープ。コンピュータ用磁気テープに

　　　は種々のものがあるが,従来はＭＴといえ

　　　ば，伝統的な1／2インチ幅のオープンリー

　　　ル磁気テープを指して呼んでいた。しかし

　　　近年は，IS０9661規格のカートリッジ磁気

　　　テープ（ＣＭＴと略称することもある）ｶ1汎

　　　用コンピュータの世界では主流となり，オ

　　　ープンリールと断らずに単にＭＴといえ

　　　ばこれを指すことが一般的となっている。

　　　ただし本文中ではオープンリールＭＴの

　　　意で用いている。

NOAA : National Oceanic and Atmospheric

　　　Administration

　　　米国海洋大気局。開局が運用している極軌

　　　道気象衛星ＴＩＲＯＳ-Ｎの名称でもある。

SEM : Space Environment Monitor

　　　宇宙環境モニター。 ＧＭＳに搭載されてい

　　　る観測装置の一つで, GMSの軌道付近の

　　　宇宙空間に存在する各種粒子の数やエネル

　　　ギーを測定する。次に打ち上げられる
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　　　ＧＭＳ-５には搭載されない。　　　　　　　　　　　　近年になって開発・実用化されたコンピュ

VISSR : Visible　and　Infrared　Spin　Scan　　　　　－タ用データ記録媒体で，読み書きの手段

　　　Radiometer　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としてレーザービームを使用する。ピット

　　　ＧＭＳに搭載されている観測装置の一つで，　　　　形成による追記型とカー効果を利用した書

　　　地球表面からの放射量を可視と赤外の２チ　　　　　換型（光磁気ディスク）とがある。磁気デ

　　　ャンネルで測定する。主走査はＧＭＳの自　　　　　ィスクに比べて記録密度が非常に高く，ま

　　　転により，副走査はミラーの反射角偏移に　　　　　た保存耐久性にも優れている。サイズは，

　　　よる。次に打ち上げられるＧＭＳ-５では赤　　　　　300mm（12インチ), 130mra (5.25インチ），

　　　外２チャンネルが加わり，計４チャンネル　　　　　90mni(3.5インチ）の３種類がある。物理的

　　　となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フォーマットについてはISOで標準化さ

風計算用連続観測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れたが，その他の点でメーカ間の互換性が

　　　１回の全球VISSR観測には，北端から南　　　　　なく，そのことが普及を阻んでいるといわ

　　　端まで走査するための30分を必要とする。　　　　　れる。関連業界によって次世代の標準化案

　　　通常の定時のVISSR観測は，観測時刻の　　　　　の準備が進められている。

　　　前30分間を使って行われる。毎時割に行う　　ビデオ録両用磁気カセットテープ

　　　定時VISSR観測に加え，１日４回,風計算　　　　　従来からのアナログ記録用ビデオテープに

　　　のために連続する３回のVISSR観測（２　　　　　対し，近年になってディジタル記録用のビ

　　　回の定時VISSR観測の間に１回の観測を　　　　　デオカセットテープ（Ｄ－１，Ｄ－２，Ｄ－

　　　挿入し，計１時間30分）を行う。３画像の　　　　　3, D-4の４種類の規格がある）ｶ1開発さ

　　　雲の動きから風向・風速を算出する。　　　　　　　　れ，業務用として放送局などで使われてい

カートリッジ磁気テープ:Cartridge Magnetic　　　　　る。このうちのＤづ，Ｄ－２のコンピュー

　　　Tape　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕用データ記録媒体への応用が主として米

　　　IS０9661規格による1／2インチ幅シングル　　　　　国（及び日本の一部メーカ）で盛んで，標

　　　リールのカートリッジ化された磁気テープ。　　　　準化の作業が進められている。他の記録媒

　　　記録方式は，固定ヘッドによる18トラック　　　　　体と較べ，記録密度，速度，コストなど多

　　　のＧＣＲ記録である。　トラック数を倍の36　　　　　くの点で極めて優れている。

　　　トラックとし，18トラックづつ往復記録す　　フロッピーディスク：Floppy Disk

　　　る方式のものも製品化されている。　　　　　　　　通称フロッピーディスクと称されるが，

ストレッチドVISSR : Stretched VISSR　　　　　　　　JIS 標準用語ではフレキシブルディスクと

　　　VISSRにより観測されたデータを気象衛　　　　　いう。サイズは８インチ，5.25インチ, 3.5

　　　星センター以外の局でも直接利用しやすい　　　　　インチの３種類あるが，当センターのデー

　　　ように，時間的に引き伸ばし遅い伝送速度　　　　　タ提供でサポートしているのは，パソコン

　　　にしてＧＭＳ経由で配信している。この時　　　　　で使われる5.25インチ, 3.5インチの２種

　　　間的に引き伸ばされたVISSRデータ信号　　　　　類である。

　　　のことをストレッチドVISSRという。　　　　ヘリカルトラック記録

光ディスク:Optical Disk　　　　　　　　　　　　　　　ビデオテープのために開発された記録方式
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で，テープに対して斜めに接する回転ヘッ

ドにより，斜めのトラックに記録する。固

定ヘッド方式に較べ，テープとベッドの相

対速度・記録密度を高くすることができる。

参考文献

佐々木秀行，村上信彦，渡辺和夫，杉山俊郎

　　（1990）:衛星データ，気象研究ノート，第169

　　号, 89-108.

関根和夫，内藤成規（1989）:フロッピーディスク

　　による画像データ提供，気象衛星センター技

　　術報告，第18号, 77-84.

－81－



METEOROLOGICAL SATELLITE CENTER TECHNICAL NOTE Ｎ０．２５NOVEMBER １９９２

業　務 保存データ 媒体 使用頻度 年間使用量 保存期間 規則 データ期間 保有巻数

画

像

VISSR累積（可視）
MT ２巻／１日 730巻 ５年 ○ 1981.3～1987.2 4.290巻

CT ８巻／１口 2920巻 ５年 ○ 1987.3～1991.10 13,652巻

VISSR累積（赤外）
MT １巻／１目 365巻 ５年 ○ 1981.3～1987.2 2,191巻

CT ２巻／１日 730巻 ５年 ○ 1987.3～1991.10 3,413巻

詳細風計算用VISSR保存累積 CT １巻／１目 不定 ５年 Ｏ 1988.5～1991.10 475巻

HRPTデータ累積 CT ２巻／１日 730巻 ２年 Ｏ 1987.3～1991.10 3,429巻

雨　像

一一次系

VISSRキャリブレーションデータ累積 MT １巻/55日 ７巻 ５年 △ 1987.3～1991.10 31巻

歪補正情報累積 MT １巻／１年 １巻 ５年 △ 1987.7～1991.10 ６巻

鉛直温度 鉛直温度分布累積 MT １巻／１月 12巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 56巻

基
本

デ

｜
タ
作
成

基本ヒストグラム保存（赤外）
CT １巻／２目 183巻 10年 Ｏ 1987.3～1991.10 854巻

CT １巻／２目 183巻 10年 ○ 1980.1～1987.2 952巻

基本ヒストグラム保存（可視） CT １巻／２目 183巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 854巻

全球雲格子点データ保存累積 CT １巻／１日 395巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 1,707巻

表面

温度

ＡＬＢファイル累積 CT １巻/10日 37巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 171巻

ＴＢＢファイル累積 CT １巻／５日 72巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 341巻

TOYS

ＴＯＶＳデータ保存累積 MT １巻/10日 37巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 167巻

TOVS鉛直分社/ゾンデデータ累積 MT １巻／１月 12巻 １年 △ 1987.3～1991.10 57巻

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

ISCCP用B1データ累積 MT ４巻／１月 48巻 10年 ○ 1983.7～1991.10 399巻

ISCCP用B2データ累積 MT １巻／１月 12巻 10年 Ｏ 1988.4～1991.10 42巻

ISCCP用ACデータ累積 MT １巻／'１月 12巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 55巻

ISCCP用C1データ累積 MT １巻/15目 24巻 10年 ○ 1983.3～1991.10 69巻

気象報
気象報ファイル累積 CT １巻/10目 36巻 ５年 △ 1987.3～1991.10 165巻

GPVデータ保存累積 CT １巻／５日 146巻 ２年 △ 1991.1～1991.10 146巻

ジャー

　十ル

編集ジヤーナルファイル保存 CT １巻／１目 365巻 １年 △ 1989.9～1991.10 365巻

待機衛星ジャーナルファイル保存 CT １巻／１日 不定 １年 △ 1990.2～1991.10 150巻

注：○　気象衛星業務規則第９条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保管数合計　CT　＝　26,674巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MT　＝　7,363巻
　　△　気象衛星業務規則の適用外のもので，センター内規による。

表１－１　磁気テープによる保存データ一覧表
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業　務 保存データ 媒体 使用頻度 年間使用量 保存期間 規則 データ期間 保有巻数

表
面
温
度

表面温度時別儀保存累積 MT １巻／１月 12巻 10年
rF剛

こ
1987.3～1991.10 56巻

表面温度半句平均保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 ① 1987.6～1991.10 5巻

表面温度句平均値保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 ⑤ 1981.6～1991.10 5巻

表面温度月平均値保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 ⑤ 1987.6～1991.10 5巻

Ｔ
Ｏ
ＶＳ

ＴＯＶＳ・ＡＰＴ保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 △ 1987.3～1991.10 5巻

ＴＯＶＳ鉛直分布係数保存累積 MT １巻／２月 ６巻 ２年 ⑤ 1987.3～1991.10 28巻

ＴＯＶＳ表面温度保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 ⑤ 1987.～1991.10 4巻

TOVS表面温度算出係数作成 MT １巻／１年 １巻 ２年 ○ 1987.3～1991.10 4巻

ＴＯＶＳ・ＪＭＡ海面水温挿入 MT １巻／１月 12巻 10年 ⑤ 1987.3～1991.10 56巻

TOVS期間平均表面温度累積 MT １巻／１年 １巻 10年 ⑤ 1987.～1991.10 4巻

ＴＯＶＳ・ＪＭＡ海面水温挿入 MT １巻／数年 １巻 10年 △ 1986.12～1991.10 1巻

ＴＯＶＳ・月処理 MT ３巻／１月 36巻 10年 △ 1987.3～1991.10 167巻

TOVS高層資料保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 △ 1987.1～1991.10 4巻

雲
量
分
布

雲量分布時別値保存累積 MT １巻／１月 12巻 10年 ⑤ 1987.3～1991.10 56巻

雲量分布目平均値保存累積 MT １巻／６月 ２巻 10年 ⑤ 1987.3～1991.10 10巻

雲量半句平均保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 ○ 1987.～1991.10 5巻

雲量月平均値保存累積 MT １巻／数年 １巻 10年 ⑤ 1987.～1991.10 1巻

長
波
長
放
射
量

長波長時別値保存累積 MT １巻／１月 12巻 10年 ⑤ 1987.3～1991.10 56巻

長波長時別半句平均保存累積 MT １巻／３月 ４巻 10年 ⑤ 1987.7～1991.10 19巻

長波長半句平均値保存累積 MT １巻／１年 １巻 10年 Ｏ 1987.4～1991.10 5巻

長波長月平均値保存累積 MT １巻／数年 １巻 10年 ○ ～1991.10 1巻

長波長３ケ月平均保存累積 MT １巻／数年 １巻 10年 ⑤ ～1991.10 1巻

GPCP GPCPデータ累積 MT １巻／３月 ４巻 10年 ⑤）

ヽ-
1985.1～1991.10 ･21巻

台

風

台風中心保存累積 MT １巻／１年 ４巻 10年 ○ 1987.～1991.10 4巻

台風強度保存累積 MT １巻／１年 ４巻 10年 ○ 1987.～1991.10 4巻

風

計

算

風計算国際比較保存累積 MT １巻／１月 12巻 10年 ⑤ 1987.3～1991.10 56巻

短時間風海上風比較累積 MT １巻／１年 １巻 10年 Ｏ 1988.～1991.10 4巻

短時間風高層風比較累積 MT １巻／１年 １巻 10年 ○ 1988.～1991.10 4巻

風計算風編集保存出力 MT １巻／１月 12巻 10年 ○ 1987.3～1991.10 56巻

詳細風保存累積 MT １巻／１月 12巻 10年 ⑤ 1988.5～1991.10 42巻

注：○　気象衛星業務規則第９条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保管数合計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MT　＝　689
　　△　気象衛星業務規則の適用外のもので，センター内規による。

表１－２　磁気テープによる保存データ一覧表
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９０年８月現在

保存データ 媒体 保存期間 規則 データ期間 保有巻数

ＴＯＶＳ鉛直分布累積

ＴＯＶＳ鉛直分布累積

ＴＯＶＳ表面温度

ＴＯＶＳ表面温度累積

雲量半句

貫頂高度（局地）

貫頂高度（総観）

貫頂高度累積（総観）

貫頂高度累積（局地）

雲頂高度値保存

時別ＴＢＢ平均値累積

広域海面（表面温度　句平均／月平均）

広域海面保存累積

風計算保存累積

風計算国際比較データ累積

風計算GDPS形式データ（1600bpD

風保存累積

ＨＫ累積

ＨＫ累積

SEM累積

ヒストグラム

ヒストグラム

鉛直分布／ゾンデデータ累積

BSST（GDPS形式）

GMS-1試し撮り(1982.10.19･04:40）

GMS-1ステレオ(1982.12.23)

TOPEX

豪雪VISSR累積

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

MT

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

10年

　※

　※

10年

10年

10年

10年

10年

５年

５年

（５年）

（５年）

○

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○

○

○

○

△

△

Ｏ

△

△

△

Ｏ

△

△

△

△

1980.11～1984.12

1985.1～1987.2

1986.8～1987.2

1984.7～1986.7

1978.～1987.

1986.7～1987.2

1986.7～1987.2

1982.5～1986.6

1982.5～1986.6

1978.2～1982.4

1984.3～1987.2

1978.2～1986.4

1986.5～1987.2

1978.4～1990.6

1980.～1989.

1978.4～1989.12

1985.11～1987.2

1978.2～1987.2

1984.2～1984.3

1978.3～1984.2

1979.3～1985.4

1985.5～1987.2

1983.6～1987.1

1978.～1986.

1982.10

1982.12

1982.8～1983.9

1980.1～1983.12

149巻

78巻

　7巻

25巻

　2巻

　8巻

　8巻

50巻

50巻

53巻

18巻

50巻

　5巻

36巻

10巻

49巻

32巻

58巻

　1巻

　23巻

250巻

66巻

43巻

12巻

　1巻

　1巻

200巻

　25巻

注：○　気象衛星業務規則第９条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　MT　1,310巻

　　△　気象衛星業務規則の適用外のもので，センター内規による。

　　※　待機衛星としてのミッションが終了するまで。

表２　旧システム等保存データ一覧表
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気象衛星センター　技術報告　第25号　1992年11月「

データ種別 提供方法
1988年度 1989年度 1990年度

画像数，又はMT合計 画像数，又はMT 合計 画像数，又はMT 合計

VISSRオリジナルデータ
MSCより直接 333

801

408

654

386

526気象協会を通して 468 246 140

ＮＯＡＡオリジナルデータ
MSCより直接 ０

360

０

40

１

60気象協会を通して 360 40 59

VISSRフロッピー変換

　(気象庁部内)

MSCで作業

198 198 230 230 73 73

ＮＯＡＡフロッピー変換

　(気象庁部内)

MSCで作業

４ ４ ８ ８ ０ ０

可視基本ヒストグラム
MSCより直接 ０

０

０

190

０

1030気象協会を通して ０ 190 1030

赤外基本ヒストグラム
MSCより直接 ０

０

136

136

０

０気象協会を通して ０ ０ ０

全球雲格子点
MSCより直接 ０

０

48

106

０

０気象協会を通して ０ 58 ０

ISCCP関連データ
MSCより直接 ０

０

０

０

41巻

41巻気象協会を通して ０ ０ ０

雲量分布
MSCより直接 20巻

22巻

57巻

67巻

０

０気象協会を通して 2巻 10巻 ０

表面温度
MSCより直接 ０

3巻

０

3巻

０

０気象協会を通して 3巻 3巻 ０

長波長放射量
MSCより直接 ０

2巻

０

０

０

０気象協会を通して 2巻 ０ ０

風ベクトルデータ
MSCより直接 ０

1巻

０

０

０

０気象協会を通して 1巻 ０ ０

表３　提供データ量と方法。ＭＳＣは気象衛星センターを表す。
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件数
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ｏ

り
乙
　
　
ｌ

16

14

12

Ｏ
　
ｏ
ｏ

Ｉ

６

４

？
‘
　
Ｏ

気象衛星センター　技術報告　第25号　1992年11月

’1988　87　86　85　84　83　82　81　80　79

件数

　20

　18

６
　
　
４
　
　
２
　
　
０
　
８
　
　
６
　
４
　
　
２
　
０

１
　
　
１
　
　
１
　
　
１

1989年度

1989　88　87　86　85　84　83　82　81　80

オリジナルデータ

解析データ

27

年

7
9
年

1990年度

件数
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I

戸
り
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１
　
　
１

c
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i
　
　
　
　
　
　
o

１
　
　
１

O
Ｏ

'
^

４
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乙
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1990 89　88 87 86　85 84　83 82　81 80

　　　　　　　　　　　　　年

図２　年度別データ提供件数
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